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運動物体に対する予測において，上昇運動と下降運動の間には到達時間推定精度の非対称性が存在す

ることがわかっている．このことがどのような予測・認知処理によるものなのかは明らかになってい

ない．そこで到達時間推定課題中の脳活動を計測し，運動準備電位とフィードバック関連陰性電位の

二つの事象関連電位を用いて比較する．刺激はヘッドマウントディスプレイを用いて VR 空間内に提

示した．加速度条件（加速・減速）と運動方向（上昇・下降）を組み合わせて提示した．その結果，

運動準備電位に関しては上昇条件でより明瞭に確認することができたが潜時が異なっていた．フィー

ドバック関連陰性電位は下降条件で典型的な波形を確認することができたのに対し，上昇条件では確

認することができなかった．このことはデータ数の不足が要因と考えられ，適切なデータ数となるよ

うな課題の難易度設定が必要であると示唆された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無断転載禁止 


